
事 ミッション事 ミッション事 ミッション事

業、トビック 業、トビック 業、トビック 業　等 業　等

事　業　費 7,964 9,225 9,723 2,520 2,520

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 7,964 9,225 9,723 2,520 2,520

人　件　費 5,590.86 7,782.6 7,782.6 7,782.6 7,782.6

投入 常勤職員 0.86人 1.09人 1.09人 1.09人 1.09人

人員 非常勤職員 0.08人 0.06人 0.06人 0.06人 0.06人

事業費＋人件費 13,555 17,008 17,506 10,303 10,303

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 1 頁

事務事業名 7559 観光振興事業

担当組織 環境経済部 経済戦略室 担当 地域魅力創造担当

組織コード
R7 15 01 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R7 01 07 01 04 01 01

記入日 令和 8年 2月13日
R6 15 01 00 R6 01 07 01 04 01 01

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 07 活力にあふれ人が集い心ふれあうまち ● 対象
再掲施策

施策 31 地域資源を活用した観光振興の推進 ○ 対象外

事業期間 平成１２年度 ～ 令和１２年度

戸田市観光事業関係団体振興補助金交付要綱 戸田市経済戦略プラン

根拠法令 戸田市観光情報館トビック管理規則 関連計画

通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 ■ 　施　策　番　号　：１－２、３－２

対象
市民、市外からの入込客、観光事業を行う団体

・観光資源を活用することで、市民の戸田市への愛着を育むとともに、市外から戸田市へ訪れる環境づくりを進め、市内外

事業目的
の誰もが観光を楽しめるよう魅力を向上を図る。

市内の地域資源を活用し、市民や市外から訪れる人がまちを楽しむため、観光振興事業を実施する。観光資源をPRし、その

魅力を広めるとともに地域の活性化につなげるため、フィルムコミッション事業を実施する。

事業内容

実施主体 □市による単独直営 ■委託 （■3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ 水と緑の公社 ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

観光振興事業 観光振興事業 観光振興事業 観光振興事業 観光振興事業

、フィルムコ 、フィルムコ 、フィルムコ 、フィルムコ 、フィルムコ

ミッション事 ミッション



見直しを行った。

実施した
取組内容・効果

地域魅力PR冊子を作成し、全戸配布する。

令和７年度に
実施する取組内容

６．令和８年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

●６その他見直し ○令和８年度で終了 ○令和７年度で終了 ○令和６年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞
　戸田市の魅力を市内外に発信することにより、市の認知度を高め、人や企業を呼び込み、将来にわたるまちの

事業の方向性・
活力維持につながるため、各団体等と協力しながら、引き続き地域資源を活かした取組を実施していく。また、

取組方針
観光情報館トビックについては、より効果的に観光情報を発信する拠点のあり方を検討するとともに、来館者数
の増加や運営方法の見直しに取り組んでいく。

2 頁

３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

事務事業 トビック周知回数 トビックの周知回数 回 2 2 2 2 2
活動① 2 2 2 2 －
事務事業 トビック来館者数 トビックの年間来館者数 人 9,000 10,500 11,000 11,500 12,000
成果① 11,596 13,555 11,630 13,849 －
総合戦略 トビック周知回数 トビックの周知回数 回 2 2 2 2 2
KPI① 2 2 2 2 －

Ａ：全ての目標を達成した。

目標達成 ＜判断理由＞
観光情報館トビックの周知及び来館者数について、目標を達成することができた。

状況

の分析

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

貢 献 度 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ イベント情報の発信や市内産品の展示販売等を行い、観光振興の推進に寄与しているため

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。
経費水準

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 補助金交付や管理委託を行い、職員の人件費を削減し、経費の適正化を図っているため

評価結果 事業手法は適正か。

４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。
事業手法

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 補助金交付や管理委託を行い、職員の事務負担を軽減し、適正化を図っているため

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

の公平性 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 観光振興等に寄与しており、市内の経済効果を考慮すると適正な範囲であるため

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞
地域魅力PR冊子作製について、プロポーザル形式による業者選定を行うことでより良い提案を募集し、令和７年

令和６年度に 度完成・全戸配布へスケジュールの



　費 12,806.97 14,351.4 14,351.4 14,351.4 14,351.4

投入 常勤職員 1.97人 2.01人 2.01人 2.01人 2.01人

人員 非常勤職員 0.21人 0.19人 0.19人 0.19人 0.19人

事業費＋人件費 148,945 175,880 177,855 177,855 177,855

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 3 頁

事務事業名 51206 戸田橋花火大会事業

担当組織 環境経済部 経済戦略室 担当 地域魅力創造担当

組織コード
R7 15 01 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R7 01 07 01 04 01 02

記入日 令和 8年 2月13日
R6 15 01 00 R6 01 07 01 04 01 02

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 07 活力にあふれ人が集い心ふれあうまち ● 対象
再掲施策

施策 31 地域資源を活用した観光振興の推進 ○ 対象外

事業期間  ～ 令和１２年度

戸田橋花火大会実行委員会補助金交付要綱 戸田市経済戦略プラン

根拠法令 関連計画

通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 □ 　施　策　番　号　：

対象
市民、戸田橋花火大会観覧客

・本市の夏の風物詩として多くの方に親しまれている戸田橋花火大会を開催し、市内外にまちの魅力を発信するとともに、

事業目的
まちの魅力向上を図る。

戸田橋花火大会実行委員会に対して補助を行い、戸田橋花火大会を開催する。

事業内容

実施主体 □市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ 実行委員会 ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

戸田橋花火大 戸田橋花火大 戸田橋花火大 戸田橋花火大 戸田橋花火大

会の開催 会の開催 会の開催 会の開催 会の開催

事　業　費 136,138 161,529 163,504 163,504 163,504

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 11 11 11 11 11

一般財源 136,127 161,518 163,493 163,493 163,493

人　件



業務について、プロポーザル形式による業者選定を行い、今年度以上の収益確保や大会の

令和６年度に 質の向上、安全安心の確保につながる提案を受け、令和７年度から令和９年度までの業者を選定した。

実施した
取組内容・効果

収益確保に向けて、新たに有料駐車場を新設し、市外からの観覧客の交通利便性の向上につなげる。

令和７年度に
実施する取組内容

６．令和８年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和８年度で終了 ○令和７年度で終了 ○令和６年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞
　戸田市を代表するイベントである戸田橋花火大会の開催により、市内外に戸田市のＰＲを行うことで、観光客

事業の方向性・
増加を図るとともに、市民の戸田市への愛着を育んでいく。また、大会の開催方法については、これまでの会場

取組方針
作りや警備体制等を踏まえ、今後も多くの方が安全安心に楽しんでもらえるよう検討を重ね、市内外誰もが楽し
めるよう改善に取り組んでいく。

4 頁

３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

事務事業 花火大会会場出店に係る商店等へ 花火大会会場出店に係る 回 2 2 2 2 2
活動① の周知 商店等への周知回数 0 0 2 2 －
事務事業 市内企業等への協賛依頼 協賛依頼者数 者 80 80 80 80 80
活動② 0 0 173 163 －
事務事業 花火大会会場での出店数 花火大会会場での商店の 店 7 7 7 7 7
成果① 出店数 0 0 33 37 －
事務事業 協賛の獲得 協賛者数 者 160 160 160 160 160
成果② 0 0 183 211 －

Ａ：全ての目標を達成した。

目標達成 ＜判断理由＞
　積極的に協賛者や出店者の獲得を図った結果、目標を全て達成することができ、大会全体の盛り上がりにつながるとともに

状況
、地域コミュニティの発展に寄与できた。

の分析

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ４年度 ５年度 ６年度 Ａ：施策の目標達成に大いに貢献している。

貢 献 度 ＜判断理由＞
Ｂ Ａ Ａ 市内外から多くの方が観覧しており、観光振興の推進に貢献しているため

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。
経費水準

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 有料席の販売や協賛金の獲得により、事業収入の確保に取り組んでいるため

評価結果 事業手法は適正か。

４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。
事業手法

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 会場設営や有料席販売、警備業務等を委託し、職員の負担軽減を図っているため

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ４年度 ５年度 ６年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

の公平性 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 観覧者による経済効果や市外へのPR効果等を勘案すると、適正な範囲であるため

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞
花火大会有料席運営等


